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厚生年金保険における不適正な遡及訂正処理の可能性のある記録

の社会保険事務所段階における記録訂正の状況等について 

 

 

 

社会保険庁においては、昨年１２月２５日から、厚生年金に係る記録確認の申立てに

ついて、給与明細書その他により申立内容に対応する給与実態が確認できるにもかか

わらず、当該事業所の全喪日以後に、遡及して申立人の標準報酬月額の記録が訂正

されている場合等については、処理の迅速化を図るため、年金記録確認第三者委員会

に送付せず、社会保険事務所段階において年金記録の訂正を行うこととしたところで

す。 

今般、本年７月末までの状況等がとりまとまりましたので公表します。 
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詳細については、別添参照。   
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    厚生年金保険における不適正な遡及訂正処理の可能性のある記録の 

社会保険事務所段階における記録訂正の状況等について 

 

 

 社会保険庁においては、昨年１２月２５日から、従業員であった方（事業主や役員でなか

った方）の事案であって、ご本人が保有されている給与明細書等や、雇用保険の記録等によ

り、給与や勤務の実態が確認できるなど、一定の条件に該当する場合には、処理の迅速化を

図るため、年金記録確認第三者委員会に送付せず、社会保険事務所段階において年金記録の

訂正を行うこととしたところです。 

 今般、本年７月３１日までの当該記録訂正の状況等について、下記のとおりとりまとめま

したので、公表いたします。 

 

記 

 

１．社会保険事務所段階における記録訂正の事案数（累計）     ５００件 

   

＊ ５００件の内訳は、事業所の全喪日以後に、遡及して標準報酬月額の記録が訂正され

ていたものが４７８件、遡及して資格喪失日の記録が訂正されていたものが３２件（重

複して該当するものが１３件）、遡及して被保険者記録が取り消されていたものが３件

です。 

 

２．約２万件の戸別訪問の対象事案の状況 

 

＊ 社会保険事務所段階における記録訂正は、従業員であった方で「記録が事実と相違あ

り」かつ「記録訂正の意思あり」と回答された方であることが前提となります。 

→   このような方は、本年３月３１日時点で、 １，５３５件 

 

① 社会保険事務所段階における記録訂正が完了しているもの（累計） 
  

４４４件（注 1） 

 

 

② 従業員であった方の事案であって、年金記録確認第三者委員会への送付が完了してい

るもの（累計） 

８９１件（注 2） 

 

 

（注１） この４４４件は、上記１の５００件の内数となります（本年４月以降に戸別訪問を行った事案を２件含む）。 

（注２） 上記のほか、事業主又は役員であった方の事案であって、年金記録確認第三者委員会への送付が完了して 

  いるもの（累計）：１，９６２件（本年４月以降に戸別訪問を行った事案を９件含む） 



（参 考） 

 

○  社会保険事務所段階における記録訂正を行った事案の申立人と同一事業所に同一時 

期に勤務していた他の被保険者のうち、当該申立人と同様の遡及訂正処理が行われて

いる方（以下「同僚被保険者」という。）については、その方が従業員であった方であ

り、ご本人から当該記録が事実と異なる旨のご確認をいただいた場合には、社会保険

事務所段階での記録訂正を行うこととしています。 

 

○  本年７月３１日までに社会保険事務所段階における記録訂正を行った事案について

は、「同僚被保険者」として約４,７００件が把握されており、こうした事案について

今後さらに、社会保険事務所からご本人に対して文書による連絡を行うこと等を通じ

て確認作業を行い、記録訂正を進めていくこととしています。 

 

○  なお、上記１の５００件のうち７７件、上記２の①の４４４件のうち７５件が、「同

僚被保険者」として社会保険事務所段階における記録訂正を行ったものです。 

 


